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東
京
電
力
は2

2

日
、
福
島
第
１

原
発
３
号
機
の

水
中
ロ
ボ
ッ
ト

を
使
っ
た
内
部

調
査
で
、
溶
け

落
ち
た
核
燃
料
、

デ
ブ
リ
と
見
ら

れ
る
物
体
が
、

原
子
炉
格
納
容

器
の
底
部
で
多

数
見
つ
か
っ
た
、

と
発
表
し
ま
し

た
。３

号
機
格
納

容
器
に
は
、
底

か
ら
約
６
・
４

㍍
の
高
さ
ま
で
、

放
射
能
汚
染
水

が
滞
留
し
て
い

ま
す
。
ロ
ボ
ッ

ト
は
、
高
さ
１

～
２
㍍
の
水
中

を
進
行
。
堆
積

物
な
ど
で
、
底

面
は
確
認
で
き

て
い
な
い
、
と

報
道
し
ま
し
た
。

東
電
は
映
像
な
ど
の
情

報
を
解
析
し
、
今
後
の
作

業
計
画
に
役
立
た
せ
る
と

い
い
ま
す
。

国
と
東
電
は
、
今
夏
、

デ
ブ
リ
取
り
出
し
の
大
ま

か
な
方
針
を
決
め
、
2
0

2
1
年
に
、
デ
ブ
リ
取
り

出
し
作
業
を
始
め
る
計
画

で
す
。

大
飯
原
発
に
つ

い
て
、
規
制
委
員

会
の
前
委
員
長
代

理
の
島
崎
邦
彦
東

京
大
学
名
誉
教
授

が
、
想
定
さ
れ
る

揺
れ
が
過
小
評
価

さ
れ
て
い
る
と
、

裁
判
や
学
会
で
指

摘
し
て
い
ま
す
が
、

規
制
委
員
会
は
見

直
し
を
拒
否
し
て

い
ま
す
。

関
電

は
早
け
れ
ば
、
年

内
に
も
再
稼
働
を

ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

関
西
電
力
は
、

高
浜
４
号
機
に
続

き
、
高
浜
３
号
機

を
再
稼
働
さ
せ
ま

し
た
。
６
月
７
日

未
明
、
核
分
裂
が

連
続
す
る
「
臨
界
」

に
達
し
た
と
の
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
で
稼
働
中

の
原
発
は
、
九
州

電
力
＝
川
内
１
，
２
号
機

(

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市)

、

四
国
電
力
＝
伊
方
３
号
機

と
合
わ
せ
て
５
基
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
ウ
ラ
ン
・

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化

物(

Ｍ
Ｏ
Ｘ)

燃
料
を
装
荷

し
た
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電

は
、
伊
方
３
号
機
、
高
浜

４
号
機
に
続
い
て
３
基
目

で
す
。
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東
日
本
大
震
災

憲法息づく社会へ 再生可能エネルギーの道を
書記長 大寿美 幸子

福
島
第
１
原
発
３
号
機
の
内
部
調
査

デ
ブ
リ(

溶
け
落
ち
た
各
燃
料)

を
確
認

大
飯
原
発
３
・４
号
機
、高
浜
３
号
機

再
稼
働
許
可

福島第2原発

原発銀座若狭湾

ふげんもんじゅ

高浜

大飯 美浜 駿河

佐
賀
、
福
岡
両
県
の
住

民
が
「
九
州
電
力
＝
玄

海
３
、
４
号
機
は
安
全

性
が
確
保
さ
れ
て
い
な

い
」
と
し
て
、
再
稼
働

の
差
し
止
め
を
申
し
立

て
た
仮
処
分
申
請
に
つ

い
て
、
佐
賀
地
裁
は
、

原
子
力
規
制
委
員
会
の

新
規
制
基
準
に
つ
い
て

「
合
理
性
が
あ
る
」
と

し
て
、
棄
却
し
ま
し
た
。

住
民
側
は
、
基
準
地

震
動
が
過
小
に
評
価
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

指
摘
し
ま
し
た
が
、
裁

判
長
は
、
規
制
委
員
会

の
判
断
に
「
誤
り
や
、

欠
落
が
あ
る
と
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
退
け
ま

し
た
。

申
立
人
の
「
玄
海
原

発
と
全
基
を
み
ん
な
で

止
め
る
会
」
は
、
九
電

は
安
全
性
の
具
体
的
立

証
を
し
て
い
な
い
、
と

し
て
「
命
の
問
題
を
諦

め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

福島県は、原発事故当

時18歳以下だった県内

の子どもを対象に甲状

腺検査を行っています。

１巡目の2011年、201

2年、2013年度＝調査対

象者3７万人。

２巡目2014年、2015

年度約38万人。現在３

巡目の本格検査を行っ

ています。既に120598

人が受診。

2016年度の途中経過

は、2人が「甲状腺がん」

と確定。2人ががんの疑

いと診断。今までに検

査で「がん」と確定し

たもの150人、がんの疑

い38人となりました。

福島県と環境省は、2

017年度の結果をもとに、

国内外の見地から、事

故と甲状腺の因果関係、

放射線による健康影響、

甲状腺の病気とがんな

どについて検討する専

門家会議を設置する方

針を決めました。

玄
海
３
，４
号
機
再
稼
働
差
し
止
め
却
下
限

福島県民の甲状腺検査


